
平成２０年度質の高い大学教育推進プログラム審査結果表【選定】 
 

機 関 名 京都造形芸術大学 

取 組 名 称 リアルワークによるキャリア教育 

取組学部等 芸術学部 

申 請 区 分 教育方法の工夫改善を主とする取組 

整 理 番 号 A22190 申請の形態 単独 取 組 期 間 ３年 

申請の分類 キャリア 体験活動  

キーワード 

リアルワークプロジェクト，多学年多学科，自律型人材の育成，教職員一体となった教育体制，就

職希望者全員参加 

 

 

＜選定理由＞ 

 本取組は、芸術を社会に活かすことのできる人材の育成という目的の下、シミュレーションではなく、実際に社会で

実施されるリアルワークプロジェクトに多くの学生を参加させることに取り組んだプログラムとして高く評価できる。

特に、教育課程の上で、このプログラムが「プロジェクト演習科目」として１・２年次生から参加するように位置づけ

られている点は、キャリア教育としてだけでなく、芸術の社会性を認識させる教養教育としても大きな意義を有するも

のである。また、本取組を推進する組織としてプロジェクトセンターを設置して専任教職員 20 名を配置し、活動拠点

としての工房「ウルトラファクトリー」を整備しており、かつ、これまでに地元自治体・企業・ＮＰＯ等から多くのプ

ロジェクトを委託された実績も有するなどの実績があり、希望者全員が参加できる体制が見据えられている点も高く評

価できる。 

 これまでは京都という地域特性もあってプロジェクト受託件数は安定的に推移しているが、今後とも新規プロジェク

トを積極的に受託し、学生の芸術性を活かした創意工夫と広がりのある学習意欲を喚起することによって、取組の成果

を上げることを期待する。 
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